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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第33期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日

売上高 (千円) 2,777,217 2,647,012 12,355,831

経常利益又は経常損失（△） (千円) △149,668 △175,063 6,516

四半期（当期）純損失（△） (千円) △69,543 △137,242 △165,938

純資産額 (千円) 5,374,244 4,759,721 4,842,383

総資産額 (千円) 10,796,505 10,034,474 10,103,063

１株当たり純資産額 (円) 600.88 548.20 557.55

１株当たり
四半期(当期)純損失(△)金額

(円) △7.79 △15.85 △18.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 49.7 47.3 47.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 632,436 426,098 543,500

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △250,669 △38,893 △198,063

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △190,812 △55,557 △178,355

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,657,976 1,956,312 1,634,103

従業員数 (名) 892 930 865

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益」については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当企業グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事

業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

（1）除外

主に協力会社管理を行っておりました㈱ビスタは、昨年中に営業活動を休止し、既存の業務は当社に

て引き続き行い、実質的に休眠中であるため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外して

おります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 930

(注) 　従業員は就業人数（当企業グループ外から当企業グループへの出向者を含んでおりません。）を記載しておりま

す。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 888

(注) 　従業員は就業人数（社外から当社への出向者を含んでおりません。）を記載しております。

　

EDINET提出書類

株式会社フォーカスシステムズ(E04976)

四半期報告書

 3/24



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。
　

事業区分別 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

システムインテグレーション 1,714,625 90.5

ＩＴサービス 716,631 96.5

情報セキュリティ 37,730 66.5

その他 8,871 28.9

合計 2,477,858 90.9

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。
　

事業区分別 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

システムインテグレーション 1,634,391 40.2 1,953,465 69.8

ＩＴサービス 581,450 73.4 459,169 192.4

情報セキュリティ 38,518 33.9 ― ―

その他 47,151 96.4 ― ―

合計 2,301,512 45.9 2,412,635 76.1

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業区分別に示すと、次のとおりであります。
　

事業区分別 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

システムインテグレーション 1,804,018 93.6

ＩＴサービス 753,561 99.2

情報セキュリティ 42,281 83.4

その他 47,151 118.3

合計 2,647,012 95.3

(注) 　１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合。　

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱エヌ・ティ・ティ・データ 670,171 24.1 649,449 24.5

㈱ＮＴＴデータ・アイ ― ― 369,963 14.0
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、事業等のリスクに重要な変更及び新たに生じたリスクはありませ

ん。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当企業グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、米国に端を発したサブプライム問題、リーマンショックによる世

界の金融市場の混乱、その影響による信用収縮、輸出不振等により、企業の収益環境は依然として厳しい

状況にあり、個人消費や企業の設備投資も明るい兆しが見えず、景気は弱含みの状況で推移しました。

情報サービス業におきましても、厳しい経済環境の中、各企業の収益悪化に伴いＩＴ関連への投資意欲

は後退したままであり、また投資効果に対する要求も一段と厳しい状況にありました。

　このような状況下にあって当第１四半期会計期間における当企業グループは、システムインテグレー

ション事業における公共事業分野に関して順調に推移したものの、それ以外の事業分野において開発案

件受注の減少、開発案件の延期等により、売上、利益共、前年度を下回る結果となりました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における連結業績は、売上高2,647百万円と前年同四半期と比

べ130百万円（4.7％）の減収となりました。また利益面では、営業損失170百万円（前年同四半期は営業

損失140百万円）、経常損失175百万円（前年同四半期は経常損失149百万円）、四半期純損失137百万円

（前年同四半期は四半期純損失69百万円）となりました。

　

　
（2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度

末に比較し、322百万円増加し、1,956百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、売上債権の増加額573百万円があったものの、た

な卸資産の減少額100百万円等により、営業活動の結果得られた資金は、426百万円となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、保険積立金の解約等による収入があったものの、

保険積立金の支払22百万円等により、投資活動の結果使用した資金は、38百万円となりました。

財務活動におけるキャッシュ・フローにつきましては、主として長期借入金の借入があったものの、社

債の償還及び、長期借入金の返済により、財務活動の結果使用した資金は、55百万円となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

株式会社の支配に関する基本方針

当社では、以下の経営方針を理解し指示する者が、「財務及び事業の方針の決定を支配する者」であ

ることが望ましいと考えております。

（経営方針）

当社は、健全で経営の透明性が高く、経営環境の変化に迅速かつ適格に対応できる組織体制の確立

を重要な経営課題と考え、「公器としての企業の成長を通じ社会に貢献する企業を目指す」を経営

理念とし、下記４項目の実現を図る。

①顧客の満足を追求する

②社員とともに成長する

③ビジネスパートナーとともに成長する

④株主への責任を果たす

　

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,195,365 9,195,365
ジャスダック　　　証

券取引所

単元株式数　100株
株主としての権利内容に制限の
ない標準となる株式

計 9,195,365 9,195,365― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月30日 ― 9,195 ― 2,905,422 ― 1,949,999

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 535,000

―
単元株式数　100株
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,660,200 86,602 同上

単元未満株式 普通株式     　165 ― 同上

発行済株式総数 9,195,365― ―

総株主の議決権 ― 86,602 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には証券保管振替機構名義の株式が、4,300株（議決権43個）

含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式は当社保有の自己株式94株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社
フォーカスシステムズ

東京都品川区東五反田２
－７－８

535,000 ― 535,000 5.81

計 ― 535,000 ― 535,000 5.81

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 450 438 408

最低(円) 390 400 381

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,190,413 1,882,645

受取手形及び売掛金 ※１
 1,605,445

※１
 2,178,452

商品及び製品 36,051 25,344

仕掛品 327,014 237,392

繰延税金資産 154,481 157,888

その他 156,952 133,636

貸倒引当金 △4,796 △5,696

流動資産合計 4,465,561 4,609,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※１
 1,233,966

※１
 1,230,438

減価償却累計額 △761,418 △754,060

建物及び構築物（純額） 472,548 476,378

土地 ※１
 3,304,710

※１
 3,304,710

その他 317,555 311,874

減価償却累計額 △238,780 △232,595

その他（純額） 78,774 79,279

有形固定資産合計 3,856,033 3,860,367

無形固定資産

ソフトウエア 164,748 176,951

その他 24,409 29,962

無形固定資産合計 189,158 206,914

投資その他の資産

投資有価証券 ※１
 657,346

※１
 569,019

長期貸付金 103,520 116,080

繰延税金資産 4,315 3,302

その他 830,937 810,817

貸倒引当金 △72,400 △73,100

投資その他の資産合計 1,523,720 1,426,119

固定資産合計 5,568,912 5,493,401

資産合計 10,034,474 10,103,063
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 358,711 424,061

1年内償還予定の社債 220,000 220,000

短期借入金 ※１
 764,036

※１
 582,200

1年内返済予定の長期借入金 ※１
 964,520

※１
 1,032,968

未払法人税等 － 16,632

賞与引当金 498,546 262,438

役員賞与引当金 5,500 －

その他 466,897 558,335

流動負債合計 3,278,210 3,096,636

固定負債

社債 360,000 380,000

長期借入金 ※１
 1,472,407

※１
 1,620,854

退職給付引当金 10,602 8,113

役員退職慰労引当金 22,000 22,000

その他 131,532 133,077

固定負債合計 1,996,542 2,164,044

負債合計 5,274,752 5,260,680

純資産の部

株主資本

資本金 2,905,422 2,905,422

資本剰余金 1,949,999 1,949,999

利益剰余金 159,204 296,545

自己株式 △244,817 △244,817

株主資本合計 4,769,808 4,907,149

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △22,230 △78,645

評価・換算差額等合計 △22,230 △78,645

少数株主持分 12,143 13,878

純資産合計 4,759,721 4,842,383

負債純資産合計 10,034,474 10,103,063
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 2,777,217 2,647,012

売上原価 2,520,969 2,446,107

売上総利益 256,247 200,905

販売費及び一般管理費 ※１
 396,988

※１
 371,177

営業損失（△） △140,740 △170,271

営業外収益

受取利息及び配当金 4,259 2,537

受取家賃 5,717 5,974

貸倒引当金戻入額 － 1,600

保険解約返戻金 － 8,822

持分法による投資利益 2,390 －

その他 1,155 1,543

営業外収益合計 13,522 20,479

営業外費用

支払利息 13,408 17,119

社債利息 5,401 3,292

貸与資産減価償却費 2,328 2,155

持分法による投資損失 － 1,462

その他 1,312 1,240

営業外費用合計 22,450 25,270

経常損失（△） △149,668 △175,063

特別利益

投資有価証券売却益 2,941 －

特別利益合計 2,941 －

特別損失

投資有価証券評価損 － 5,000

特別損失合計 － 5,000

税金等調整前四半期純損失（△） △146,727 △180,063

法人税等 ※２
 △76,963

※２
 △41,084

少数株主損失（△） △220 △1,735

四半期純損失（△） △69,543 △137,242
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △146,727 △180,063

減価償却費 17,407 19,464

ソフトウエア償却費 21,217 23,638

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △1,600

長期未払金の増減額（△は減少） △842 △1,544

賞与引当金の増減額（△は減少） 199,390 236,107

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 5,500

受取利息及び受取配当金 △4,259 △2,537

支払利息 13,408 17,119

社債利息 5,401 3,292

投資有価証券売却損益（△は益） △2,941 －

持分法による投資損益（△は益） △2,390 1,462

投資有価証券評価損益（△は益） － 5,000

売上債権の増減額（△は増加） 856,931 573,007

たな卸資産の増減額（△は増加） △238,317 △100,328

仕入債務の増減額（△は減少） △76,254 △65,350

未払消費税等の増減額（△は減少） △59,535 △61,121

その他 107,346 △17,072

小計 674,833 454,973

利息及び配当金の受取額 5,061 2,631

利息の支払額 △17,071 △22,276

法人税等の支払額 △30,387 △9,229

営業活動によるキャッシュ・フロー 632,436 426,098

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △34,281 △15,560

投資有価証券の売却による収入 21,802 －

関連会社の清算による収入 1,962 －

保険積立金の解約による収入 － 27,309

保険積立金の積立による支出 △224,730 △22,719

貸付金の回収による収入 15,714 13,807

有形固定資産の取得による支出 △9,543 △15,130

無形固定資産の取得による支出 △23,550 △6,600

会員権の取得による支出 － △20,000

投資事業組合分配収入 2,450 －

その他 △493 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △250,669 △38,893
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △45,200 181,836

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △170,569 △216,895

社債の償還による支出 △25,000 △20,000

自己株式の取得による支出 △24 －

配当金の支払額 △50,019 △498

財務活動によるキャッシュ・フロー △190,812 △55,557

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 190,953 331,648

現金及び現金同等物の期首残高 1,467,023 1,634,103

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △9,440

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,657,976

※１
 1,956,312
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１．連結の範囲に関する事
項の変更

(１)連結の範囲の変更

従来、連結子会社であった㈱ビスタは、前連結会計年度中に営業活動を休止し、実質的に

休眠中であるため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する
事項

(１)非連結子会社

当第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外した㈱ビスタは、四半期純損益及び

利益剰余金に及ぼす影響が軽微であるため、持分法の適用範囲から除外しております。

３．会計処理基準に関する
事項の変更

受注制作のソフトウェア開発に係る収益及び費用の計上基準の変更

受注制作のソフトウェア開発に係る収益の計上基準の変更については、従来、工事完成

基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平

成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間から適用し、当第１四半期連結

会計期間に着手したソフトウェア開発契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗

部分について成果の確実性が認められる契約については工事進行基準（進捗率の見積り

は原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。

　これにより、売上高は44,201千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失はそれぞれ5,484千円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１．一般債権の貸倒見積高
の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積

高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費
の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予

定額を期間按分する方法によっております。

　なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延
税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一次差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっておりま

す。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１．税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じる方法を採用しております。

　

【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　担保に供している資産

受取手形及び売掛金 130,000千円

建物及び構築物 451,074千円

土地 3,287,792千円

投資有価証券 74,982千円

　　　計 3,943,849千円

　　上記に対応する債務

短期借入金 414,058千円

長期借入金 1,554,024千円

　　　計 1,968,082千円

(注)　長期借入金には、１年以内返済予定額が含まれてお

ります。

※１　担保に供している資産

受取手形及び売掛金 154,000千円

建物及び構築物 451,074千円

土地 3,287,792千円

投資有価証券 64,586千円

　　　計 3,957,453千円

　　上記に対応する債務

短期借入金 308,946千円

長期借入金 1,672,820千円

　　　計 1,981,766千円

(注)　長期借入金には、１年以内返済予定額が含まれてお

ります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
 至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費

　　　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額は次の

通りであります。

役員報酬 71,309千円

給料手当 83,190千円

賞与引当金繰入額 12,933千円

役員賞与引当金繰入額 5,000千円

求人費 25,399千円

保険料 24,336千円

租税公課 22,716千円

※２　法人税等

　　　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。

 

※１　販売費及び一般管理費

　　　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額は次の

通りであります。

役員報酬 69,049千円

給料手当 81,427千円

賞与引当金繰入額 8,882千円

役員賞与引当金繰入額 5,500千円

保険料 30,412千円

租税公課 23,916千円

※２　法人税等

　　　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しておりま

す。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
 至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　現金及び預金 1,881,295千円

　　定期預金 146,000千円

　　定期積金 38,000千円

　　別段預金 39,318千円

　　現金及び現金同等物 1,657,976千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　現金及び預金 2,190,413千円

　　定期預金 206,000千円

　　定期積金 28,000千円

　　別段預金 101千円

　　現金及び現金同等物 1,956,312千円

 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成21年４月

１日　至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,195,365

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 535,094

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　　該当事項はありません。
　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借

取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

四半期連結貸借対照表の投資有価証券の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間

(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に占めるソフトウェアの開発・販売事業の割

合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間

(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間

(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 548.20円
　

１株当たり純資産額 557.55円
　

　

２  １株当たり四半期純損失（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
 至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
 至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △7.79円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　　　―
　

１株当たり四半期純損失（△） △15.85円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　　　―
　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純損失（△）の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
 至  平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
 至  平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △69,543 △137,242

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △69,543 △137,242

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,921 8,660
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月14日

株式会社フォーカスシステムズ

  取　締　役　会　御　中

　

あ　ら　た　監　査　法　人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　  岩　　尾　　健 太 郎　　印
　

　 　 　
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォーカ

スシステムズの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーカスシステムズ及び連結子会社の平成20年６月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

１．重要な後発事象（２．重要な自己株式の取得）に記載のとおり、会社は平成20年７月１日開催の取締役会に

おいて、自己株式の取得を決議している。

２．重要な後発事象（３．投資有価証券の売却）に記載のとおり、会社は平成20年７月７日開催の取締役会にお

いて、保有するエヌ・ティ・ティ・データ・クリエイション株式会社の全株式の売却を決議し、平成20年８月

１日付で売却を行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月12日

株式会社フォーカスシステムズ

  取　締　役　会　御　中

　

あ　ら　た　監　査　法　人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士　岩　尾　　健太郎
　

　 　 　
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォーカ

スシステムズの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーカスシステムズ及び連結子会社の平成21年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更（３．会計処理基準に関する事項の変更）に記載の

とおり、会社は、当第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」を適用している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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